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◆雨水貯留浸透技術評価認定制度

◆評価認定の種類と内容

◆各評価認定実施要領等

◆受付審査基準

◆雨水貯留浸透技術評価認定委員会

　本制度は、民間における雨水貯留浸透技術の研究開発を促進する
とともに、雨水貯留浸透技術の建設事業への適正かつ迅速な導入を
目的として平成８年６月にスタートしました。
　雨水協会は、評価認定の申し込みがあった技術を評価認定委員
会（雨水貯留浸透技術に関する学識経験者で構成される）で審査し、
認められた技術に対し、（公社）雨水貯留浸透技術協会会長名の評
価認定書を発行いたします。

雨水貯留浸透技術評価認定（技術推薦）実施要領
雨水貯留浸透技術評価認定 OEM 要項
雨水貯留浸透製品評価認定要項　　　　　　　　　　※資料末に掲載

この基準は、申込みのあった雨水貯留浸透技術に対して評価認定対象の適否を判断するために定めるものである。
１，要領第２条に定められた雨水貯留浸透技術であること。
２，使用実績をもつもの（試験的に供用した場合も含む）。
３，技術向上に寄与するものであること。
４，建設事業において市場性のあるものであること。
５，技術内容を全て評価認定委員会に提出できるものであること。
６，違法性のないものであること。
７，技術内容の審査のため、評価認定委員会が指示する試験等を申込者に負担により実施できるものであること。
８，評価認定委員会が指示する試験に相当する程度の試験成果の蓄積があり、審査に著しく労力、時間、経費を要する
　　ものでないこと。

10，社会的信用の高い法人が開発した技術であること。

９，技術に関するマニュアル類（施工アニュアル、維持管理マニュアル、品質管理マニュアル等）の整備がなされて
　　いるものであること。

委員長　虫明 功臣　　　東京大学　名誉教授
委　員　大石 不二夫　　神奈川大学　名誉教授
　〃　　勝木 　太　　　芝浦工業大学　工学部　土木工学科　教授
　〃　　若井 明彦　　　群馬大学　大学院理工学府　環境創生部門　教授
　〃　　長澤 靖之　　　ARSIT 水循環アドバイザー　元独立行政法人都市再生機構
　〃　　根岸 克二　　　独立行政法人都市再生機構　技術コスト管理部　次長
　〃　　永田 有利雄　　公益財団法人日本下水道新技術機構　研究第二部　部長　

順不同・敬称略（2022 年 6 月現在）　　　

事務局　屋井 裕幸　　　公益社団法人雨水貯留浸透技術協会　常務理事兼任技術部長
　〃　　円山 敏男　　　　　　〃　　　　　　　〃　　　　　技術部　次長
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C-RPA キャドテック RPA-F・RPA-T（ポリ塩化ビニル、ポリエチレン、ポリエステル）工法

等
透
浸
型
縦

2024/6/30

2024/6/30

2024/3/31

2023/3/31

2023/3/31

2023/12/19

2024/3/31

2023/3/31

2023/3/31

2026/2/28

2026/8/31

2023/3/31

2024/6/30

2023/1/31

2023/2/14

2023/2/14

2026/10/19

2023/3/31

2023/9/30

2024/6/30

2025/7/31

2022/3/31

2023/3/31

2024/1/31

2027/2/13

2027/3/31

2023/3/30

2023/3/31

2026/12/16

2023/9/30

2027/3/31

2024/6/30

2027/3/1

2022/6/30

2026/10/31

2026/8/30

2024/6/30

2023/6/30

2027/3/31

2027/3/31

2024/2/29

ミックスプラスチック

※ 雨水利用向き

※

雨水の透過促進

アクアポンド L 型工法 ヤ マ ウ

【雨水貯留浸透技術評価認定・技術推薦】

【雨水流出抑制技術評価認定】

C-RPA キャドテック RPA-F・RPA-T（ポリ塩化ビニル、ポリエチレン、ポリエステル）工法

等
透
浸
型
縦

2024/6/30

2024/6/30

2024/3/31

2023/3/31

2023/3/31

2023/12/19

2024/3/31

2023/3/31

2023/3/31

2026/2/28

2026/8/31

2023/3/31

2024/6/30

2023/1/31

2023/2/14

2023/2/14

2026/10/19

2023/3/31

2023/9/30

2024/6/30

2025/7/31

2022/3/31

2023/3/31

2024/1/31

2027/2/13

2027/3/31

2023/3/30

2023/3/31

2026/12/16

2023/9/30

2027/3/31

2024/6/30

2027/3/1

2022/6/30

2026/10/31

2026/8/30

2024/6/30

2023/6/30

2027/3/31

2027/3/31

2024/2/29

ミックスプラスチック

※ 雨水利用向き

※

雨水の透過促進

アクアポンド L 型工法 ヤ マ ウ

【雨水貯留浸透技術評価認定・技術推薦】

【雨水流出抑制技術評価認定】

その１
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2022 年 8 月現在

＊認定番号・名称をクリックすると、Webブラウザで認定概要が見られます。

https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_01.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_29.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_06.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_30.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_44.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_09.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_31.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_17.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_12.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_34.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_18.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_16.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_36.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_22.df
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_19.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_42.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_23.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_20.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_43.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_32.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_26.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/oem/oem_03.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_35.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_27.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_14.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gisui/gisui_01.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_46.pdf


C-RPA キャドテック RPA-F・RPA-T（ポリ塩化ビニル、ポリエチレン、ポリエステル）工法

等
透
浸
型
縦

2024/6/30

2024/6/30

2024/3/31

2023/3/31

2023/3/31

2023/12/19

2024/3/31

2023/3/31

2023/3/31

2026/2/28

2026/8/31

2023/3/31

2024/6/30

2023/1/31

2023/2/14

2023/2/14

2026/10/19

2023/3/31

2023/9/30

2024/6/30

2025/7/31

2022/3/31

2023/3/31

2024/1/31

2027/2/13

2027/3/31

2023/3/30

2023/3/31

2026/12/16

2023/9/30

2027/3/31

2024/6/30

2027/3/1

2022/6/30

2026/10/31

2026/8/30

2024/6/30

2023/6/30

2027/3/31

2027/3/31

2024/2/29

ミックスプラスチック

※ 雨水利用向き

※

雨水の透過促進

アクアポンド L 型工法 ヤ マ ウ

【雨水貯留浸透技術評価認定・技術推薦】

【雨水流出抑制技術評価認定】

C-RPA キャドテック RPA-F・RPA-T（ポリ塩化ビニル、ポリエチレン、ポリエステル）工法

等
透
浸
型
縦

2024/6/30

2024/6/30

2024/3/31

2023/3/31

2023/3/31

2023/12/19

2024/3/31

2023/3/31

2023/3/31

2026/2/28

2026/8/31

2023/3/31

2024/6/30

2023/1/31

2023/2/14

2023/2/14

2026/10/19

2023/3/31

2023/9/30

2024/6/30

2025/7/31

2022/3/31

2023/3/31

2024/1/31

2027/2/13

2027/3/31

2023/3/30

2023/3/31

2026/12/16

2023/9/30

2027/3/31

2024/6/30

2027/3/1

2022/6/30

2026/10/31

2026/8/30

2024/6/30

2023/6/30

2027/3/31

2027/3/31

2024/2/29

ミックスプラスチック

※ 雨水利用向き

※

雨水の透過促進

アクアポンド L 型工法 ヤ マ ウ

【雨水貯留浸透技術評価認定・技術推薦】

【雨水流出抑制技術評価認定】

その２

C-RPA キャドテック RPA-F・RPA-T（ポリ塩化ビニル、ポリエチレン、ポリエステル）工法

等
透
浸
型
縦

2024/6/30

2024/6/30

2024/3/31

2023/3/31

2023/3/31

2023/12/19

2024/3/31

2023/3/31

2023/3/31

2026/2/28

2026/8/31

2023/3/31

2024/6/30

2023/1/31

2023/2/14

2023/2/14

2026/10/19

2023/3/31

2023/9/30

2024/6/30

2025/7/31

2022/3/31

2023/3/31

2024/1/31

2027/2/13

2027/3/31

2023/3/30

2023/3/31

2026/12/16

2023/9/30

2027/3/31

2024/6/30

2027/3/1

2022/6/30

2026/10/31

2026/8/30

2024/6/30

2023/6/30

2027/3/31

2027/3/31

2024/2/29

ミックスプラスチック

※ 雨水利用向き

※

雨水の透過促進

アクアポンド L 型工法 ヤ マ ウ

【雨水貯留浸透技術評価認定・技術推薦】

【雨水流出抑制技術評価認定】 C-RPA キャドテック RPA-F・RPA-T（ポリ塩化ビニル、ポリエチレン、ポリエステル）工法

等
透
浸
型
縦

2024/6/30

2024/6/30

2024/3/31

2023/3/31

2023/3/31

2023/12/19

2024/3/31

2023/3/31

2023/3/31

2026/2/28

2026/8/31

2023/3/31

2024/6/30

2023/1/31

2023/2/14

2023/2/14

2026/10/19

2023/3/31

2023/9/30

2024/6/30

2025/7/31

2022/3/31

2023/3/31

2024/1/31

2027/2/13

2027/3/31

2023/3/30

2023/3/31

2026/12/16

2023/9/30

2027/3/31

2024/6/30

2027/3/1

2022/6/30

2026/10/31

2026/8/30

2024/6/30

2023/6/30

2027/3/31

2027/3/31

2024/2/29

ミックスプラスチック

※ 雨水利用向き

※

雨水の透過促進

アクアポンド L 型工法 ヤ マ ウ

【雨水貯留浸透技術評価認定・技術推薦】

【雨水流出抑制技術評価認定】
- ３-

2022 年 8 月現在

＊認定番号・名称をクリックすると、Webブラウザで認定概要が見られます。

https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_02.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_33.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_28.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_41.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gisui/gisui_24.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_07.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_40.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_45.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_38.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_37.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_39.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_25.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gihyou/gihyou_08.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/gisui/gisui_06.pdf


グランドセル 東京インキ

機能性雨水マス アロン化成

アクアゲッター

ビルマテル ライフラインより排出されたリサイクル素材を活用した
環境面を配慮した雨水貯留浸透機能を有する植生基盤材エコロベースソイル

2026/10/19

2025/3/31

2025/3/31

2022/5/31

2023/3/19

2023/11/30

2024/5/17

2025/8/16

2025/3/31

2023/3/31

2026/10/31

2023/3/31

2023/8/31

2024/5/17

2026/3/31

2027/5/31

2027/3/31

2027/3/31

2026/1/19

2026/6/30

2027/1/31

2024/9/30

2024/9/30

2025/6/30

の流入防止

の流入防止

製品規格・特長 等認定番号・名称

縦樋からの取水に使用
中･大規模の雨水利用向き
建物から離れたタンクに送水可能

主に表流水を取水する場合に使用

軽量で多孔質の発泡ポリプロピレンﾝ粒子を
ろ材として、汚濁物や油分の吸着する

凸構造により、従来品に比べ、落葉やプラス
チックごみが流入しても目詰まりしにくい構造

長短の突起を交互に連続的に配置した3次元的形
状で分離されたゴミに隙間をもたせ通水量を確保

雨水技評第34号の「パネケーブ」を沈砂槽として
活用、人が入り点検・清掃が可能。

骨

丸35,40,50,60,90,120,150(コンクリート）
角45,50,60(コンクリート）

浸透ポラコン桝（ポーラスコンクリート)
EMBX２シリーズ　

U250,U300,U400,U500(コンクリート）

　有孔管･砕石不要
　HT-W500-1110,HT-W500-2200
　HT-W330-1110,HT-W330-2200

ポリプロピレン製排水ドレーン材。貯留浸透施設
設置の際に、緩衝材・充填骨材として使用。

雨水技評第41号の「JSドレーン工法」の施工・
維持管理の向上を図るために使用する製品。

歩車道境界のデッドスペースに設置する、
大型雨水貯留側溝(プレキャストコンクリート)

火山砂利および瓦のリサイクル骨材を原材料に
した植栽の基盤材料

多孔質骨材に有機養分を配合した人工植栽基盤材
レインガーデンソイル,ビバソイル,
グラスミックスＶ,グラスミックスＫ　

火山砂利および瓦のリサイクル骨材を原材料に
した植栽の基盤材料

アスファルト舗装直下へも適用可能
(強化型ポリプロピレン)　

建築現場で発生した ALC(軽量気泡コンクリート)
パネル端材を骨材に完熟堆肥を配合した人工土壌

雨水貯留施設と緑化を組み合わせたユニット式の
流出抑制システム

透水ブロックの空隙･目地部から浸透する雨水を
内部空洞に一時貯留、その後ゆっくり浸透させる　

雨水技評第19号「ハイドロスタッフ工法」に
用いる越流桝　

荷重分散により、基礎地盤支持力が改善できる
プラスチック製雨水貯留浸透施設の基礎基盤材　

［フィルター］［オリフィス］［逆流防止］
  それぞれの機能を付加した塩ビ製雨水マス

その１

- ４-

2022 年 8 月現在

＊認定番号・名称をクリックすると、Webブラウザで認定概要が見られます。

https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/seihyou/seihyou_01.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/seihyou/seihyou_04.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/seihyou/seihyou_05.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/seihyou/seihyou_08.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/seihyou/seihyou_09.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/seihyou/seihyou_20.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/seihyou/seihyou_02.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/seihyou/seihyou_17.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/seihyou/seihyou_03.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/seihyou/seihyou_07.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/seihyou/seihyou_10.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/seihyou/seihyou_21.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/seihyou/seihyou_25.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/seihyou/seihyou_11.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/seihyou/seihyou_16.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/seihyou/seihyou_19.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/seihyou/seihyou_18.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/seihyou/seihyou_23.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/seihyou/seihyou_27.pdf


C-RPA キャドテック RPA-F・RPA-T（ポリ塩化ビニル、ポリエチレン、ポリエステル）工法

等
透
浸
型
縦

2024/6/30

2024/6/30

2024/3/31

2023/3/31

2023/3/31

2023/12/19

2024/3/31

2023/3/31

2023/3/31

2026/2/28

2026/8/31

2023/3/31

2024/6/30

2023/1/31

2023/2/14

2023/2/14

2026/10/19

2023/3/31

2023/9/30

2024/6/30

2025/7/31

2022/3/31

2023/3/31

2024/1/31

2027/2/13

2027/3/31

2023/3/30

2023/3/31

2026/12/16

2023/9/30

2027/3/31

2024/6/30

2027/3/1

2022/6/30

2026/10/31

2026/8/30

2024/6/30

2023/6/30

2027/3/31

2027/3/31

2024/2/29

ミックスプラスチック

※ 雨水利用向き

※

雨水の透過促進

アクアポンド L 型工法 ヤ マ ウ

【雨水貯留浸透技術評価認定・技術推薦】

【雨水流出抑制技術評価認定】

グランドセル 東京インキ

機能性雨水マス アロン化成

アクアゲッター

ビルマテル ライフラインより排出されたリサイクル素材を活用した
環境面を配慮した雨水貯留浸透機能を有する植生基盤材エコロベースソイル

2026/10/19

2025/3/31

2025/3/31

2022/5/31

2023/3/19

2023/11/30

2024/5/17

2025/8/16

2025/3/31

2023/3/31

2026/10/31

2023/3/31

2023/8/31

2024/5/17

2026/3/31

2027/5/31

2027/3/31

2027/3/31

2026/1/19

2026/6/30

2027/1/31

2024/9/30

2024/9/30

2025/6/30

の流入防止

の流入防止

製品規格・特長 等認定番号・名称

縦樋からの取水に使用
中･大規模の雨水利用向き
建物から離れたタンクに送水可能

主に表流水を取水する場合に使用

軽量で多孔質の発泡ポリプロピレンﾝ粒子を
ろ材として、汚濁物や油分の吸着する

凸構造により、従来品に比べ、落葉やプラス
チックごみが流入しても目詰まりしにくい構造

長短の突起を交互に連続的に配置した3次元的形
状で分離されたゴミに隙間をもたせ通水量を確保

雨水技評第34号の「パネケーブ」を沈砂槽として
活用、人が入り点検・清掃が可能。

骨

丸35,40,50,60,90,120,150(コンクリート）
角45,50,60(コンクリート）

浸透ポラコン桝（ポーラスコンクリート)
EMBX２シリーズ　

U250,U300,U400,U500(コンクリート）

　有孔管･砕石不要
　HT-W500-1110,HT-W500-2200
　HT-W330-1110,HT-W330-2200

ポリプロピレン製排水ドレーン材。貯留浸透施設
設置の際に、緩衝材・充填骨材として使用。

雨水技評第41号の「JSドレーン工法」の施工・
維持管理の向上を図るために使用する製品。

歩車道境界のデッドスペースに設置する、
大型雨水貯留側溝(プレキャストコンクリート)

火山砂利および瓦のリサイクル骨材を原材料に
した植栽の基盤材料

多孔質骨材に有機養分を配合した人工植栽基盤材
レインガーデンソイル,ビバソイル,
グラスミックスＶ,グラスミックスＫ　

火山砂利および瓦のリサイクル骨材を原材料に
した植栽の基盤材料

アスファルト舗装直下へも適用可能
(強化型ポリプロピレン)　

建築現場で発生した ALC(軽量気泡コンクリート)
パネル端材を骨材に完熟堆肥を配合した人工土壌

雨水貯留施設と緑化を組み合わせたユニット式の
流出抑制システム

透水ブロックの空隙･目地部から浸透する雨水を
内部空洞に一時貯留、その後ゆっくり浸透させる　

雨水技評第19号「ハイドロスタッフ工法」に
用いる越流桝　

荷重分散により、基礎地盤支持力が改善できる
プラスチック製雨水貯留浸透施設の基礎基盤材　

［フィルター］［オリフィス］［逆流防止］
  それぞれの機能を付加した塩ビ製雨水マス

グランドセル 東京インキ

機能性雨水マス アロン化成

アクアゲッター

ビルマテル ライフラインより排出されたリサイクル素材を活用した
環境面を配慮した雨水貯留浸透機能を有する植生基盤材エコロベースソイル

2026/10/19

2025/3/31

2025/3/31

2022/5/31

2023/3/19

2023/11/30

2024/5/17

2025/8/16

2025/3/31

2023/3/31

2026/10/31

2023/3/31

2023/8/31

2024/5/17

2026/3/31

2027/5/31

2027/3/31

2027/3/31

2026/1/19

2026/6/30

2027/1/31

2024/9/30

2024/9/30

2025/6/30

の流入防止

の流入防止
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雨水技評第34号の「パネケーブ」を沈砂槽として
活用、人が入り点検・清掃が可能。
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丸35,40,50,60,90,120,150(コンクリート）
角45,50,60(コンクリート）

浸透ポラコン桝（ポーラスコンクリート)
EMBX２シリーズ　

U250,U300,U400,U500(コンクリート）

　有孔管･砕石不要
　HT-W500-1110,HT-W500-2200
　HT-W330-1110,HT-W330-2200

ポリプロピレン製排水ドレーン材。貯留浸透施設
設置の際に、緩衝材・充填骨材として使用。

雨水技評第41号の「JSドレーン工法」の施工・
維持管理の向上を図るために使用する製品。

歩車道境界のデッドスペースに設置する、
大型雨水貯留側溝(プレキャストコンクリート)

火山砂利および瓦のリサイクル骨材を原材料に
した植栽の基盤材料

多孔質骨材に有機養分を配合した人工植栽基盤材
レインガーデンソイル,ビバソイル,
グラスミックスＶ,グラスミックスＫ　

火山砂利および瓦のリサイクル骨材を原材料に
した植栽の基盤材料

アスファルト舗装直下へも適用可能
(強化型ポリプロピレン)　

建築現場で発生した ALC(軽量気泡コンクリート)
パネル端材を骨材に完熟堆肥を配合した人工土壌

雨水貯留施設と緑化を組み合わせたユニット式の
流出抑制システム

透水ブロックの空隙･目地部から浸透する雨水を
内部空洞に一時貯留、その後ゆっくり浸透させる　

雨水技評第19号「ハイドロスタッフ工法」に
用いる越流桝　

荷重分散により、基礎地盤支持力が改善できる
プラスチック製雨水貯留浸透施設の基礎基盤材　

［フィルター］［オリフィス］［逆流防止］
  それぞれの機能を付加した塩ビ製雨水マス

その２

- ５-

2022 年 8 月現在

2022 年 8月現在

＊認定番号・名称をクリックすると、Webブラウザで認定概要が見られます。

＊認定番号・名称をクリックすると、Webブラウザで認定概要が見られます。

https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/seihyou/seihyou_13.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/seihyou/seihyou_15.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/seihyou/seihyou_22.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/seihyou/seihyou_24.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/seihyou/seihyou_26.pdf
https://arsit.or.jp/wp/img/technical/nintei/giryuu/giryuu_01.pdf


 1 

制定 平成 ８年６月 １日 
施行 平成 ８年６月 １日 
改正 平成２４年８月 １日 

 

雨水貯留浸透技術評価認定実施要領 
（総則） 

第１条 この要領は、公益社団法人雨水貯留浸透技術協会（以下「協会」という。）が定款

第４条（３）に掲げる事業として行う雨水貯留浸透技術に係る評価認定 （以下「評
価認定」という。）の実施に対し適用するものである。尚、評価認定は、雨水貯留

浸透に関する研究開発と、標準化を促進し雨水貯留浸透技術の建設事業への適正

かつ迅速な導入を図り、もって総合治水対策及び水循環再生等に寄与することを

目的とする。 
 
（評価認定の対象技術） 

第２条 評価認定の対象技術は、雨水貯留浸透技術で次ぎに掲げるものとする。 
（１）工法に係る計画、設計、施工及び管理に関する技術 
（２）施設（機器、製品及び材料等）に係る品質及び性能 
 
（評価認定の申込） 

第３条 評価認定を受けようとする者（以下「申込者」という。）は、別紙様式１の評価認

定申込書に必要事項を記入し、申込み料および資料を添えて申し込むものとする。 
２．前項の資料は、別紙様式２の技術概要説明書（開発経緯、開発内容、特徴、使用

実績等）及び研究成果報告書、その他必要な資料とする。 
３．費用は、申込み料 11万円、評価認定費 330万円（ただし、第 6条で定める評価認
定委員会の開催日数に準じて決定することができる）。また、技術推薦の場合は 110
万円とする。なお、確認試験および実地調査を行う場合における費用は、全 
て申込者が負担するものとする。 

 
（受付け審査） 

第４条 評価認定の申込みのあった技術については、受付け審査会において別に定める受

付審査基準により評価認定の対象技術としての適否を判断するものとする。 
 
（申込者との協議） 

第５条 前条の受付け審査の結果、評価認定の対象として適当と認められた技術について、

次ぎに掲げる事項について申込者と協議し、合意の後、別紙様式３の評価認定申込

承諾書を作成し申込者に送付する。 
（１）評価認定の範囲 
（２）評価認定期間 
（３）評価認定費用の納入方法 
（４）提出資料の種類と提出部数 
（５）その他 
 
（評価認定の方法） 

第６条 評価認定の対象技術は、雨水貯留浸透技術に関する学識経験を有する者で構成さ

れる評価認定委員会を設置し審査するものとする。 
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２．審査の項目は次の各項目とし、その基準は開発の主旨および開発目標に応じて、

評価認定委員会が定めるものとする。 
（１）貯留または浸透機能 
（２）設置条件に適合する強度・耐久性 
（３）機能を維持・確保する対策 
３．前項の評価認定は、原則として申込者が提出した資料に基づいて行うものとし、

必要に応じ、申込者に対して資料の説明及び新たに必要となった資料の追加、実地

調査を求めることができる。 
４．前項の資料作成に当たり、必要に応じ、申込者に対して公的な試験機関及び試験

場所での試験実施を請求できる。 
５．評価認定の期間は、原則として１年未満とし評価認定委員会の開催日数は、原則

として３回とする。 
６．評価認定の対象技術のうち、既に公的法人（機関）において評価あるいは認定さ

れた技術については、協会技術部において審査を行うものとする。 
 
（評価認定の過程で発生した工業所有権等） 

第７条 評価認定の過程における実験又は技術改良等に関連して新規に発生した技術に係

る工業所有権（出願権を含む）の取扱いについては、別途協会と申込者とが協議し

て定めるものとする。 
 
（評価認定書および技術推薦書の交付） 

第８条 評価認定の申込みのあった技術についての審査を終了したときは、遅滞なく別紙

様式４に定める技術評価認定書を作成し、協会において申込者に交付するものとす

る。 
２．第６条第６項に該当する技術についての審査を終了したときは、遅滞なく別紙様

式５に定める技術推薦書を作成し、協会において申込者に交付するものとする。こ

の場合において、様式４のうち「評価認定」とあるのは「推薦」と、「評価認定結果」

とあるのは「推薦理由」読み替えるものとする。 
 
（費用の納入および変更） 

第９条 第５条の規程に基づき、所要の経費を評価認定申込承諾書受領後１０日以内に協

会に納入するものとする。 
２．申込者が評価認定の途中において評価認定依頼を取り下げた場合は、協会が別に

定める積算方式によって費用の精算を行い、その時点で評価認定の作業を中止する

ものとする。 
３．所要経費に大幅な変更が予想される場合には、その時点で申込者と協議するもの

とする。 
 
（評価認定書および技術推薦書の有効期間と管理） 

第 10条 評価認定および技術推薦の有効期間は、５年間とする。 
２．評価認定あるいは技術推薦を受けた者は、各事業年度の評価認定に係る技術の使

用実績及び使用状況等を、各事業年度終了後３ヶ月以内に協会に報告しなければな

らない。 
３．評価認定を受けた技術をＯＥＭ供与する場合は、遅滞なく協会にＯＥＭ供与先等

について報告しなければならない。 
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２．審査の項目は次の各項目とし、その基準は開発の主旨および開発目標に応じて、

評価認定委員会が定めるものとする。 
（１）貯留または浸透機能 
（２）設置条件に適合する強度・耐久性 
（３）機能を維持・確保する対策 
３．前項の評価認定は、原則として申込者が提出した資料に基づいて行うものとし、

必要に応じ、申込者に対して資料の説明及び新たに必要となった資料の追加、実地
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第８条 評価認定の申込みのあった技術についての審査を終了したときは、遅滞なく別紙

様式４に定める技術評価認定書を作成し、協会において申込者に交付するものとす

る。 
２．第６条第６項に該当する技術についての審査を終了したときは、遅滞なく別紙様

式５に定める技術推薦書を作成し、協会において申込者に交付するものとする。こ

の場合において、様式４のうち「評価認定」とあるのは「推薦」と、「評価認定結果」

とあるのは「推薦理由」読み替えるものとする。 
 
（費用の納入および変更） 

第９条 第５条の規程に基づき、所要の経費を評価認定申込承諾書受領後１０日以内に協

会に納入するものとする。 
２．申込者が評価認定の途中において評価認定依頼を取り下げた場合は、協会が別に

定める積算方式によって費用の精算を行い、その時点で評価認定の作業を中止する

ものとする。 
３．所要経費に大幅な変更が予想される場合には、その時点で申込者と協議するもの

とする。 
 
（評価認定書および技術推薦書の有効期間と管理） 

第 10条 評価認定および技術推薦の有効期間は、５年間とする。 
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（評価認定書および技術推薦書の更新） 
第 11条 評価認定の有効期間の終了にあたってその評価認定を更新しようとする者は、有

効期間満了の 1 ヶ月前までに別紙様式５の評価認定更新申込書に必要事項を記入し
協会と更新手続きを行うものとする。 
２．協会は、更新手続きに当たり、技術革新に伴い当初の対象技術に、改良が必要と

認められた場合には、第１２条第１項に基づいて変更を求めることができる。 
３．評価認定の更新が認められた技術については、有効期間を５年間として更新する

ものとし、新たに評価認定書あるいは技術推薦書を作成し申込者に送付する。 
４．更新に要する経費は、評価認定は 33万円（ただし、評価内容等に変更があり、評
価認定委員会開催の必要がある場合は、この限りではない）、技術推薦は 11 万円と
し、更新承認後１０日以内に協会に納入するものとする。 

  
 （評価認定の変更及び取り消し） 
第 12条 協会若しくは、評価認定を受けた者は、その評価認定に係る技術の内容を変更し

ようとする場合においては、その変更について、第３条から前項までの規定を準用

し、評価認定の全部又は一部を変更することができる。 
２．協会は、次の各号のいずれかに該当する場合においては、評価認定の全部又は一

部を取り消すことができる。 
（１）評価認定を受けた者が、偽りその他不正の手段により評価認定を受けたことが

判明した場合 
（２）評価認定を受けた者が、評価認定の内容と異なる技術を評価認定を受けたもの

として使用したことが判明した場合 
（３）評価認定を受けた者が、第 10条第２項報告を行わなかった場合 
（４）評価認定を受けた者が、評価認定の取り消しを申し出た場合 
（５）評価認定を受けた者が、何らかの手段により他の申込者の評価認定への申込を

妨害した場合 
３．前項の規定により評価認定の全部又は一部を変更及び取り消した場合には、申込

者に通知するものとする。 
 
（評価認定に係る技術の普及） 

第 13条 協会は、雨水貯留浸透技術の水準の向上に資するため、評価認定を受けた技術の
一般への普及に努めるものとし、協会が発行する刊行物に定期的に掲載するものと

する。 
 
（評価認定に係る技術であることの表示） 

第 14条 評価認定書あるいは技術推薦書の交付を受けた者は、評価認定に係る技術の実施
に当たり評価認定された内容の表示を関係者に行うことができる。 

 
（その他の評価認定） 

第 15条 この実施要領に基づき、既に評価認定を受けた対象技術をＯＥＭ供与品として認
定を付与する場合（評価認定ＯＥＭ版）、また、この実施要領の基準に満たない簡易

な製品、部品、附属品等に認定を付与する場合（製品評価認定）の取扱いについて

は、別に定める。 
 

附 則 
この改正後の要領は、平成２４年８月１日より施行する。 
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（評価認定書および技術推薦書の更新） 
第 11条 評価認定の有効期間の終了にあたってその評価認定を更新しようとする者は、有

効期間満了の 1 ヶ月前までに別紙様式５の評価認定更新申込書に必要事項を記入し
協会と更新手続きを行うものとする。 
２．協会は、更新手続きに当たり、技術革新に伴い当初の対象技術に、改良が必要と

認められた場合には、第１２条第１項に基づいて変更を求めることができる。 
３．評価認定の更新が認められた技術については、有効期間を５年間として更新する

ものとし、新たに評価認定書あるいは技術推薦書を作成し申込者に送付する。 
４．更新に要する経費は、評価認定は 33万円（ただし、評価内容等に変更があり、評
価認定委員会開催の必要がある場合は、この限りではない）、技術推薦は 11 万円と
し、更新承認後１０日以内に協会に納入するものとする。 

  
 （評価認定の変更及び取り消し） 
第 12条 協会若しくは、評価認定を受けた者は、その評価認定に係る技術の内容を変更し

ようとする場合においては、その変更について、第３条から前項までの規定を準用

し、評価認定の全部又は一部を変更することができる。 
２．協会は、次の各号のいずれかに該当する場合においては、評価認定の全部又は一

部を取り消すことができる。 
（１）評価認定を受けた者が、偽りその他不正の手段により評価認定を受けたことが

判明した場合 
（２）評価認定を受けた者が、評価認定の内容と異なる技術を評価認定を受けたもの

として使用したことが判明した場合 
（３）評価認定を受けた者が、第 10条第２項報告を行わなかった場合 
（４）評価認定を受けた者が、評価認定の取り消しを申し出た場合 
（５）評価認定を受けた者が、何らかの手段により他の申込者の評価認定への申込を

妨害した場合 
３．前項の規定により評価認定の全部又は一部を変更及び取り消した場合には、申込

者に通知するものとする。 
 
（評価認定に係る技術の普及） 

第 13条 協会は、雨水貯留浸透技術の水準の向上に資するため、評価認定を受けた技術の
一般への普及に努めるものとし、協会が発行する刊行物に定期的に掲載するものと

する。 
 
（評価認定に係る技術であることの表示） 

第 14条 評価認定書あるいは技術推薦書の交付を受けた者は、評価認定に係る技術の実施
に当たり評価認定された内容の表示を関係者に行うことができる。 

 
（その他の評価認定） 

第 15条 この実施要領に基づき、既に評価認定を受けた対象技術をＯＥＭ供与品として認
定を付与する場合（評価認定ＯＥＭ版）、また、この実施要領の基準に満たない簡易

な製品、部品、附属品等に認定を付与する場合（製品評価認定）の取扱いについて

は、別に定める。 
 

附 則 
この改正後の要領は、平成２４年８月１日より施行する。 

- ６-
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制定 平成１７年９月３０日 
 

雨水貯留浸透技術評価認定ＯＥＭ要項 
 

 （総則） 
第１条 この要領は、雨水貯留浸透技術評価認定実施要領第１５条に基づき、対象技術を 

ＯＥＭ供与された者が評価認定（以下評価認定ＯＥＭ）を取得する際の実施要項で 
ある。 
 

 （評価認定ＯＥＭの申込） 
第２条 評価認定ＯＥＭを受けようとする者（以下「申込者」という。）は、申込書に既認 

定取得者からのＯＥＭ供与証明書（様式自由）を添えて申し込まなければならない。 
 
 （評価認定書ＯＥＭの交付） 
第３条 評価認定ＯＥＭの申込みのあった技術についての協会技術部での審査を終了した 

ときは、遅滞なく別紙様式２に定める技術評価認定書を作成し、協会において申込 
者に交付するものとする。 
 

 （費用の納入） 
第４条 費用については５０万円（税抜）とし、認定承認後１０日以内に協会に納入する

ものとする。 
 
 （評価認定ＯＥＭの範囲と表示） 
第５条 ＯＥＭ供与先の既認定技術の認定内容の範囲内であること。但し、既認定技術と 

異なる内容については、カタログ・技術資料等でその相違内容を表示すること。 
 
 （評価認定ＯＥＭの有効期間と管理） 
第６条 評価認定ＯＥＭの有効期間と管理は下記とする。 

１．評価認定ＯＥＭの有効期間は最長５年間とするが、既認定技術の有効期限内とす 
 る。 
１．評価認定ＯＥＭを受けた者は、各事業年度の評価認定に係る技術の使用実績及び 
使用状況等を、各事業年度終了後３ヶ月以内に協会に報告しなければならない。 

 
 （評価認定ＯＥＭの更新） 
第７条  評価認定ＯＥＭの有効期間の終了に当たって、更新しようとする者は、下記を行 

うこととする。 
１．有効期間満了の 1ヶ月前までに別紙様式３の評価認定更新申込書に必要事項を記 
入して協会と更新手続きを行うものとする。 
２．更新に要する経費は３０万円（税抜）とし、更新承認後１０日以内に協会に納入

するものとする。 
 
附 則 

この要項は、平成１7年 10月１日より施行する。 

制定 平成１７年９月３０日 
 

雨水貯留浸透製品評価認定要項 
 

 
 

 （総則） 
第１条 この要項は、雨水貯留浸透技術評価認定実施要領第 15 条に基づき、雨水貯留浸透施設に係わる関連製品

の評価認定（以下製品評価認定）を取得する際の実施要項を定めるものである。 
 

 （製品評価認定の申込） 
第２条 製品評価認定を受けようとする者（以下「申込者」という）は、下記を行うこととする。 

１． 別紙様式１の製品評価認定申込書の作成と提出 
２． 別紙様式２の製品概要説明書（開発経緯、開発内容、特徴、使用実績等）の作成と提出 

尚、同じ製品分類（例：蓋、フィルター）の製品は纏めて申請出来るものとする。 
  ３．申込時に、申請手数料として、3.3 万円を協会に納めるものとする。 
 
 （製品評価認定書の交付） 
第３条 製品評価認定の申込みのあった製品について協会技術部での審査を終了した時は遅滞なく別紙様式３に

定める製品評価認定書を作成し、協会において申込者に交付するものとする。 
 

 （費用の納入） 
第４条 費用については、当該申請製品の内容により 33 万円～55 万円とし、認定承認後１０日以内に協会に納入

するものとする。 
     
 （製品評価認定の有効期間と管理） 
第５条 製品評価認定の有効期間と管理は下記とする。 

１． 製品評価認定の有効期間は最長５年間とする。 
２． 製品評価認定を受けた者は、各事業年度の評価認定に係る製品の使用実績及び使用状況等を、 

各事業年度終了後３ヶ月以内に協会に報告しなければならない。 
 
 （製品評価認定の更新） 
第６条 製品評価認定の有効期間の終了に当たって、更新しようとする者は、下記を行うこととする。 

１． 有効期間満了の 1 ヶ月前までに別紙様式４の評価認定更新申込書に必要事項を記入して協会と更新手続

きを行うものとする。 
２． 更新に要する経費は 11 万円とし、更新承認後１０日以内に協会に納入するものとする。（金額は税抜価格） 
 
附 則 
この要領は、平成 17 年 10 月１日より施行する。 

改訂：平成 28 年 4 月 1 日 〈第 4 条追記〉 
改訂：平成 30 年 4 月 1 日 〈第 4 条追記〉 
改定：令和 2 年 4 月 1 日 （第 2 条 ３追記） 
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